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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

· 受け持ち担当患者様の1月分のカルテの記入漏れがないか見直し、確認して下さい。

· 広報委員会より俳句の依頼がきてます。お題は「節分」「豆まき」「立春」です。2／9提出予定なので協力お願いします。

· 本日より定期レントゲン検査が始まっています。スケジュールボードに予定患者様が記載していますので患者様への声掛けお願いします。

· 主治医変更のお知らせ

清川厚子様、織田比佐子様、堀内泰子様、平京子様、兼田喜代治様、吉田光良様が院長から川端Ｄｒへ変更となります。診察日は木曜日の午後でその前にチームカンファレンスに参加していただく予定となっています。外来日は、火曜日・水曜日となります。

· 検査管理伝票について三上Ｄｒ確認後、瀧澤Ｎｓまでお願いします。

· 2/18　給食委員会があります。出席：瀧澤Ｎｓ・小森さんです。

＜週間予定＞

2／8(火)　心電図検査

2／9(水)　皮膚科診察：駒木洋士様、本田英之様、木ノ下ツヨ様、松橋清子様

　　　　　歯科診察：木ノ下ツヨ様、春本司郎様、冨田司様、松橋清子様、平京子様5名

　　　　　家族教室13:00～　1Ｆ旧デイケア室で行います。西病棟からは中野三恵子様、堀内泰子様、布施邦雄様、長谷川陽一様のご家族が参加される予定です。

＜業務改善について＞

· 懐中電灯が1個破損しています。巡回時に使用するためＡ・Ｂユニットに各1個づつ必要なため破損・発注伝票提出します。

· リハビリテーションプログラムについて現在病棟ごとに活動を行っていますが、患者様から「体を動かしたい」・「運動したい」との意見が出ています。リハプロ担当者は体育館使用や活動内容について至急検討し対策を立てるようにして下さい。

＜注目患者様＞

蛭名豊美様～以前飲水量が多く尿失禁が見られ、飲水管理を開始していました。現在、本

人の飲水に対する意識付けをする為にと飲水管理を継続して行っていますが、隠れ飲水が頻回に伺えます。尿失禁はありませんが、顔面の浮腫みが見られているため朝・晩の体重測定を行っています。朝・晩で１～２kgの体重変動がみられています。隠れ飲水時に飲水管理や体重測定の必要性について説明するもあまり理解されていない様子です。

1.5ｌの水を3回に分け管理していましたが、夕食後の飲水管理が不十分なことから隠れ飲水が見られていたため、飲水量を２ｌに増やし、4回に分け500mｌのペットボトルを使用し飲水管理をする事とします。ペットボトルは、1日のうち、７：００、１１：３０、１６：００、２０：３０の４回に分け渡し飲水管理と同時に７：００、２０：３０の２回体重測定を行います。体重測定の際は「飲水管理の必要性となぜ体重測定をするのか」を実感して頂く為に本人に確認し、体重表は本人管理とし本人に飲水管理に対する意識付けしていきましょう。

北山幸博様～自分自身にイライラする、またスタッフの対応についての不満聞かれ夜間の睡眠状態も不安定です。両腹部、左下肢に発赤疹見られ、疥癬疑いで治療している患者様と同じなのではないかと不安訴えられています。また発赤疹が出た事で自分が他者へうつしたのではないかと被害的な面が見られています。

以前の自分では「短気」・「マイナス思考」に物事を考え「話しても信用してもらえないのではないか」と思いがあり今まで自分の気持ちを抑え我慢してきたと言われています。しかし「2･3日前に開き直った」とスタッフに今までの状態や過去について話されてきています。

今の状態として、今までのことや過去についてまたスタッフ対応について不満に思っており自分の解釈を交え捉えている傾向があり、「自分をバカにしている。見下している」など被害的な面も見られています。会話する中で言葉1つ1つに過敏に反応され裏を返した解釈をしマイナス思考や被害的に捉える傾向が考えられるため、患者様と関わる際は病態や行動について捉え患者様に関わりをしていきましょう。

